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《人口と世帯》（平成29年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：129,231人
　　 （男：61,654人、女：67,577人）
　世帯数：48,704世帯
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鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第９回 江戸時代から続く商人のまち 山王商店街

　

内
川
に
架
か
る
大
泉
橋
と
山
王
日
枝

神
社
の
間
に
あ
る
山
王
商
店
街
。
こ
の

辺
り
は
、
町
名
が
今
の
山
王
町
に
変
わ

る
昭
和
四
十
年
ま
で
「
荒
町
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、

庄
内
が
最
上
氏
の
領
地
と
な
っ
た
頃
に

で
き
た
町
で
、
江
戸
時
代
は
鶴
ヶ
岡
城

下
最
北
端
の
町
人
町
と
し
て
、
庄
内
藩

の
御
用
商
人
ら
が
店
を
構
え
ま
し
た
。

　

荒
町
は
早
く
か
ら
「
市
日
」
が
定
め

ら
れ
、
九
・
十
九
・
二
十
九
日
と
、
九
の

つ
く
日
に
は
市
が
立
ち
、
商
人
の
町
と

し
て
次
第
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
明

治
に
入
っ
て
も
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い

た
町
の
構
造
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

多
く
の
商
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
正
十
三
年
の
羽
越
線
開
通
後
は
鶴

岡
駅
へ
の
交
通
量
も
増
え
、
洋
品
小
間

物
店
の
草
分
け
の
紅
繁
商
店
、
東
京
銀

座
の
木
村
屋
総
本
店
か
ら
屋
号
を
許
さ

れ
た
木
村
屋
パ
ン
菓
子
店
な
ど
が
軒
を

連
ね
ま
す
。
商
店
街
は
鶴
岡
の
商
業
活

動
の
中
心
だ
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
自
動
車
の
普

及
や
郊
外
へ
の
大
型
店
の
進
出
な
ど
で
、

か
つ
て
の
繁
栄
に
陰
り
が
見
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
六
年
に
始
ま

っ
た
「
山
王
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
や
八

月
に
行
わ
れ
る
「
お
ぃ
や
さ
祭
り
」
は

た
く
さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
市
が
立
っ
た
日
の
荒
町

の
姿
は
、
き
っ
と
そ
の
よ
う
な
様
相
だ

っ
た
の
で
は
と
思
い
が
巡
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

本
所
総
務
課
☎
25
‐
２
１

　
　
　
　
　

１
１
内
線
３
１
７

▲大正期の荒町（山王日枝神社前から）

▲大正14・15年頃の荒町（木村屋前から）

▲現在

▲現在


